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ＳＯＳの受け止め方に関する研修

鹿児島県スクールカウンセラー

牟田京子

～教職員が子どものＳＯＳを受け止め、支援する力を向上させる～

準備した資料を「終わらせる」ことを

目的としていません。状況に応じ、深堀したり、

飛ばしたり、参考に留めたりします。

事前にお伝えしたいこと

自殺総合対策大綱：３つの教育を推進

１．児童生徒が命の大切さを実感できる教育

２．社会において直面する可能性のある様々な困難・

ストレスへの対処方法を身につけるための教育

（SOSの出し方に関する教育）

３．心の健康の保持に係る教育

教職員が子どものＳＯＳを受け止め、

支援する力を向上させる

本日の研修のねらい

１．自殺に関するデータ

２．気づく

３．支える

本日の研修内容

１．自殺に関するデータ

２．気づく

３．支える

本日の研修内容
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１．自殺の状況

「令和５年中における自殺の状況」警察庁生活安全局生活安全企画課

１．自殺の状況

「令和５年中における自殺の状況」警察庁生活安全局生活安全企画課

１．自殺の原因・動機

引用：令和４年版自殺対策白書：平成21年から令和３年を対象期間

※不詳を除く

小学生１位 ⇒ 家庭問題

「家族からのしつけ・叱責」

の割合が高い

中学生１位 ⇒ 学校問題

男子「学業不振」

女子「その他学友との不和」

の割合が高い

いずれも大人が関われる問題

✅弱音を吐くと親が心配する

✅先生からの評価が下がる

１．子どもたちがSOSを出せるかは大人次第

弱音が吐けない

× 子どもたちに変わることを求める

１．子どもたちがSOSを出せるかは大人次第

子どもたちへの接し方を変える

SOSを受け止めるスキルを身につける

第１優先事項ではない。その前に・・・

令和４年度の教育職員の精神疾患による

病気休職者数は、6,539人

（全教育職員数の0.71％）で、過去最多

１．疲弊する教職員への対応も急務

業務を分担できるような対策は急務
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１．相談できる人はいますか？

引用：厚生労働省ホームページ | 平成26年版厚生労働白書～健康・予防元年～

１．あなたは相談できる人がいますか？

引用：「中学生白書Web版（2023年）及び小学生白書Web版（２０２２年）」学研教育合研究所より

「不安や悩みがあるときでも相談しない」小学生10.8%、中学生9%

相談しないと答える割合が年々増えている。

✅寝つけない、夜中に目が覚める

✅朝、なかなか起きられない

✅食欲がない 食べ過ぎてしまう

✅急にやせた、太った

✅集中できなくなった 決断できなくなった

✅疲れやすい 体がだるい

✅やる気が起きない 長続きしない

✅学校に行きたくない

✅これまで好きだったことに興味がなくなった

✅イライラする 落ち着かない

✅不安に感じたり、悲しいと思ったりすることが増えた

✅自分は他の先生よりも劣っていると感じてしまう

１．セルフチェック

参考：簡易抑うつ症状尺度（QIDS-J）厚生労働省を参考

１．あなたは相談しますか

３人ほど思い浮かべてみましょう

１．あなたは悩みを誰かに相談しますか？

３人ほど思い浮かべてみましょう

自殺は「孤立の病」

１．自殺に関するデータ

２．気づく

３．支える

本日の研修内容
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２．気づく：学校だからこそ気が付きやすいサイン

１．朝や帰りの会

２．登下校時

３．授業場面

４．休み時間

５．給食時間

６．学校行事

７．部活動時

８．その他

２．気づく：学校だからこそ気が付きやすいサイン

１．朝や帰りの会

✅体調不良をよく訴える

✅朝夕の健康状態に変化がある

✅朝から眠いと訴える

✅表情やめつきがいつもと違う

２．気づく：学校だからこそ気が付きやすいサイン

２．登下校時

✅登下校を渋る

✅遅刻や早退が増加する

✅挨拶に元気がない

✅友達と一緒に下校したがらない

２．気づく：学校だからこそ気が付きやすいサイン

３．授業場面

✅学習に取り組む意欲がない

✅学習用品の忘れ物が多い

✅教師の話が効けない

✅ぼんやりしている

✅友達と関わる場面でも参加しない

２．気づく：学校だからこそ気が付きやすいサイン

４．休み時間

✅友達と遊びたがらない

✅１人で過ごすことを好む

✅外で遊ぶことを嫌がるようになる

✅保健室に行きたがる

✅他学年の子供とばかり遊ぶ

２．気づく：学校だからこそ気が付きやすいサイン

５．給食時間

✅食べる量が極端に減る

✅食べる量が極端に増える

✅食欲がないと訴える

✅友だちとの会話が減る
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２．気づく：学校だからこそ気が付きやすいサイン

６．学校行事

✅参加を拒む

✅参加への不安を訴える

✅行事が近づくと体調不良になる

✅行事への欠席が多い

２．気づく：学校だからこそ気が付きやすいサイン

７．部活動時

✅休みがちになる

✅練習等への意欲が乏しい

✅友達と関わろうとしない

２．気づく：学校だからこそ気が付きやすいサイン

８．その他

✅保健室への来室が増える

✅今までできていたことができなくなる

✅用事もないのに職員室にくる

２．気づく：学校だからこそ気が付きやすいサイン

先生方が普段、子どもたちの様子を観察して

いるのはどのような場面・視点でしたか？

２．気づくために

✅この子は〇〇だからと先入観にとらわれない

✅１人の考えや思い込みでなく複数の教職員の様々な

視点から子どもを見守る⇒行動分析の共有

✅心や体の不調や問題が現れる前から子どもたちの

様々なSOSサインにきづく

おススメ

１．自殺に関するデータ

２．気づく

３．支える

本日の研修内容
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３．支える SOSを受け止める際のポイント

進路

家庭環境

人間関係

学業

３．支える 相談できない原因

✅悩みの原因が身近な人間関係から起きている問題のため

✅個人的な悩みを他者に知られるのに抵抗があるため

✅自分の別の一面を見せることにためらいがあるため

✅心配や迷惑をかけたくないため

✅相談しても無駄だと感じてしまっているため

３．支える 相談できない状況がつづくと・・・

✅気持ちが落ち込み、心や体に不調をきたす

✅堂々巡りから抜け出せなくなる

✅マイナス思考に陥る

✅孤独感に陥る

✅鬱のような心の病気を発症することもある

３．支える 子どもの心のSOSにきづいたとき

注意する
叱る
一方的に考えを伝える

一緒に問題を考える

共感する姿勢で話を聞く

３．支える 対応の参考

TALK

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

の原則

～子どもの話をしっかりと「聴く」～

３．支える 対応の参考

TALK

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

の原則

言葉に出して心配していることを伝えるT
A
L
K

ell

sk

isten

eep 
safe

「死にたい」という気持ちについて率直に尋ねる

絶望的な気持ちを傾聴する

安全を確保する
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３．支える TALKの原則

T

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

ell
心配していることを言葉にして伝える

「伝える」

３．支える 相手の思いを受け止める言葉かけの例

T

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

ell
✅大変だったね つらかったね

✅よく耐えてきたね

✅よく話してくれたね

✅〇〇さんのことが心配

✅力になりたいな

✅何かできることはあるかな

「伝える」

３．支える 場合によっては好ましくない言葉かけの例

T

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

ell
✅逃げちゃだめだ

✅気のせいだよ

✅〇〇さんならもっとがんばれる

✅もっと早く話してくれればよかったのに

✅何とかなるよ

✅そんなことでどうする

「伝える」

３．支える TALKの原則

A

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

sk
「死にたい」と思うほどつらい気持ちの背景にあるものについて尋ねる

「尋ねる」

３．支える 「死にたい」と思うほどつらい気持ちの背景にあるものについて尋ねる

A

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

sk
✅子どもが話した内容をときどき繰り返す

✅これまでどんな風に困難に対処してきたかを尋ねる

✅とくに「つらい」「悲しい」「不安」など感情を表す言葉は伝え返す

✅言葉で伝えきれない場合には紙に書いてもらう

「尋ねる」

３．支える TALKの原則

L

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

isten 
絶望的な気持ちを傾聴する
話をそらしたり、叱責や助言などをしたりせずに訴えを真剣に聞く

「聴く」



2024/11/11

8

３．支える 訴えを真剣に聞く

L

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

isten 「聴く」

✅話を聞くことに集中する（ながら聞きはしない）

✅答えが「はい」か「いいえ」にならないようできるだけ

「〇〇はどうかな？」と聞く

✅子どもの気持ちに共感し受容する

✅落ち着いた環境で話を聞くようにする

✅子どもの安全がおびやかされる場合、秘密保持には

限界があることを伝える

３．支える 訴えを真剣に聞く

L

参照：「受容・傾聴のコミュニケーションのありかた」（高橋,2020）

isten 受容・傾聴の
コミュニケーションのありかた

✅ジャッジしない

✅アドバイスしない

✅ありのままに受け止める

✅勝手に想像しない（きめつけない）

３．支える TALKの原則

K

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

eep safe
安全を確保する。１人で抱えず、連携して適切な援助を行う

「安全の確保」

３．支える 安全の確保

K

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

eep safe

今にも自殺企図を起こすような緊急時

✅子どもを一人にしないで寄り添う

✅家族や専門家（精神科医など）の支援を受けて命を守る

３．支える 安全の確保

K

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

eep safe

自殺の危険性が高く危ないと判断した時

✅他の教職員や家族などからも適切な援助を求める

✅子どもに尋ねる

「あなたの命を守るために、このことを他の先生や

あなたの家族と共有していいか」

３．支える 教職員が大切にしたいこと

参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月）

✅日常から子どもの様子をしっかりと観察する

✅子どもの様子に違和感があるときはそのままにしない

✅積極的に子どもたちの心のSOSを受け止める
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自殺予防教育のキーワード

A：Acknowledge

C:Let your friend know you care

T：Tell a trusted adult that you 

are worried about your friend 

ACT
気付く：よく聴いて，危険性を過小評価しないで

かかわる：心配していることを伝えて

つなぐ：友達について心配している
ことを信頼できる大人に話して

参照：「児童生徒の自殺予防に関する調査研究協力者会議：米国における子どもに対する自殺予防教育の現況調査について」
（文部科学省初等中等教育局児童生徒課，2011）

最後に

やった方が良いこと
●打ち明けてくれた子どもは、あなただから打ち明けたという

ことを自覚する。

●徹底的に聞き役に回る（沈黙をおそれない）

やってはいけないこと
●話題をそらす

●激励する

●社会的・一般的な価値観を押し付ける

●批判・助言

●質問の連発

最後に

ご清聴
ありがとうございました

スライド終了


